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 児童が確実に基礎的・基本的な知識及び技能を習得できるようにするためには、解説に示されている児童の
発達の段階と運動の特性を踏まえた具体的な指導内容や、効果的な指導事項の具体例及び運動が苦手な児童や運
動に意欲的でない児童への指導等の在り方についての配慮の例示を参考にすることが重要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３つの資質・能力をバランスよく育成するためには、成功体験を味わいながら、児童が自己の能力に適した運動の
課題を見付けることができる（Ａ）よう支援することや、友達と関わりながら意思決定する場面を意図的・計画的に
設定する（Ｂ）ことなど、単元デザインを工夫することが重要です。 

 

 

 
  

 
 
 
 
 
 
 

体 育 

体育科の授業づくりのポイント 
□ 解説に示されている「例示」等を参考にしながら、指導内容を明確化・重点化 
□ 児童自らが既習事項を活用し、課題を主体的・協働的に解決する場面を設定 
 
□ 解説の「例示」等を参考にした単元における指導内容の明確化・重点化 

体育科では、３つの資質・能力をバランスよく育成するため、学習指導要領解説体育編（以下、解説）等を
参考に指導内容の明確化・重点化を図った単元計画等に基づき、全ての児童が楽しく意欲的に取り組むことがで
きる学習指導を展開することが大切です。 
 

第３学年及び第４学年「 Ｃ 走・跳の運動：高跳び 」  

〔解説の例示〕 

○ 短い助走からの高跳び 

・３～５歩程度の短い助走から踏み切

り足を決めて上方に強く踏み切り、

高く跳ぶこと。 

・膝を柔らかく曲げて、足から着地す

ること。 

◎ 運動が苦手な児童への配慮の例 

 ・踏切り足が定まらず、強く上方へ跳

ぶことが苦手な児童には、３歩な

ど、短い助走による高跳びをした

り、「トン・トン・ト・ト・トン」

など、一定のリズムの助走からの高

跳びを行ったりする場を設定するな

どの配慮をする。 

■知識・技能の定着に向けた指導のポイント 

〔参考資料〕 
令和３年度 小学校教育課程改善の手引 

（令和３年３月 北海道教育庁学校教育局義務教育課） 

〔参考資料〕 
令和５年度 小学校教育課程改善の手引 

（令和５年３月 北海道教育庁学校教育局義務教育課） 

評価規準に応じた学習活動の設定 

・成功体験を味わいながら知識及び技能を習得 
・自己の能力に適した運動課題の把握 

・既習事項の活用 
・自らが方法を選択して自己の

課題解決を図る場面の設定 

■主体的な学習を成立させるための指導のポイント 

 

 

 

自己の課題に応じた解決
方法を自ら選択・実践 

 現状把握による 
自己課題の設定 

解決方法の 
選択・実践 

課題解決への 
見通し  自己 

評価 

 
課 題 解 決 に
向 け た 流 れ
を共有 

具体的な指導方法の工夫 

トン 
トン 

トン 
ト 
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□ 既習事項を活用し、課題を主体的・協働的に解決する場面の設定 

ポイントを明確にした指導 

大きな音がする

ように踏み切る 

膝や手を高く 

助走のリズムの

かけ声をかける 

〔参考資料〕 
小学校体育（運動領域）指導の手引 

～楽しく身に付く体育の授業～ 
（令和 4 年 9 月 スポーツ庁） 

本時のねらいに示されている「５～７歩程度の 
リズムカルな助走」という指導内容は、第３・４学
年の学習を踏まえ、第５・６学年の走り高跳びの指
導内容において求められる内容になります。 
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